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	TU-UW AOS　DEI関連学生交換プログラム
	TU→UW派遣支援事業（文系大学院生限定）公募要項
	【主旨および目的】
	TU-UW Academic Open Space（AOS）は、東北大学（TU）とアメリカのワシントン大学（UW）が共同で教育と研究を促進する枠組みです。両大学は、2017年から協定を結び、材料科学、航空宇宙およびロボティクス、災害科学、看護学の分野での研究協力と学生交換プログラムも実施してきました。2022年より、TU-UW AOS第２期をスタートし、第２期からはDEI（ダイバーシティ、エクイティ、インクルージョン）推進に関係する共同研究や学生交換プログラムも実施することになりました。よって、派...
	【応募資格】※下記（１）～（３）を全て満たすものであること。
	（１） 本学に在籍する文系の大学院生（専攻分野・性別・国籍は問わない）。
	※次年度に大学院の進学が決まっている学部4年生も応募可。
	（２） 研究テーマがジェンダー、セクシュアリティ、多様性、多文化などDEI（ダイバーシティ、エクイティ、インクルージョン）に関係し、現地での資料収集、フィールドワーク、研究者との交流などによって応募者の研究に成果が見込まれること。
	（３） プログラム終了後、DEI関連研究成果を英語及び日本語で発表できる者。
	※次年度、東北大学で交流プログラム実施が予定されているため、同イベントにも参加可能な者、即ち、次年度も本学大学院学生の身分を有することが望ましい。
	【プログラムの実施内容】
	（１） 派遣滞在期間：3泊5日
	（２） 滞在場所：アメリカワシントン州シアトル内
	（３） プログラム：採択者は滞在期間中、研究に必要な資料収集、フィールドワーク、UWの研究者との交流、UWでのシンポジウム、セミナー及び研究集会の参加など、自由にプログラムを立てることができる。
	※プログラム案の実現に向けた UW との調整において、採択者は、 AOS 関係者及び DEI 推進センターから支援を受けることができるが、採択者自身による積極的な関与も望まれる。
	（４） 加えて、AOS関係者がUWの研究者との交流や具体的なプログラムを提案することもある。それに可能な限りも参加すること。
	【採択数】
	１名
	【支援内容】
	大学の規定に準じる旅費（渡航費、現地宿泊費、日当）
	＊滞在中の食事や現地での移動に必要な交通費、お小遣いなどは採択者の負担となる。
	【応募方法】
	下記書類をGoogle Formにて申請すること。
	＊応募申請書（下記 QR コードよりGoogle Formにて申請）
	基本英語で作成すること
	＊以下申請時に必要な書類
	（１） 研究テーマおよび研究概要 （基本英語で作成。日本語訳を付けても良い）
	（２） 指導教官の推薦書（日本語可）
	（３） 学生証のコピー
	【注意事項】
	（１） 応募にあたっては、指導教員の承認を受けること。
	（２） 同一研究室内で申請者が複数いる場合、当該研究室教授等は申請書の推薦欄に推薦順位も記載すること。
	（３） 提出された申請書等は原則として返却しない。
	（４） 審査の過程において又は採択された場合、さらに必要な資料の別途作成、提出を求める場合がある。
	（５） 申請内容について、採用後に大幅な変更が生じた場合は採用を取り消す場合がある。
	（６） 申請は１名１件限りとする。
	【応募締切】
	2024年8月30日（金）
	【結果通知】
	10月中旬ごろ本人宛てに通知予定
	【渡航実施】
	2025年１〜3月頃
	【採択者の義務】
	（１） 帰国前に旅行計画書、帰国後２週間以内に旅行報告書を提出すること。
	（２） 帰国後は、別途定める報告会（TU―UW AOSワークショップなど）でプログラム参加成果を報告すること（英語）
	※本プログラムの内容や採択者の情報、報告会の内容に関しては、TU＆UWのHP及び本学DEI推進センターのホームページへ掲載する。
	（３） 次年度の交換プログラムに参加すること
	【その他】
	（１） 採択後、学外へ転出、またはやむを得ない事情により、申請内容について変更が生じた場合又は参加を取り止めた場合は、速やかに下記問い合わせ先へ連絡すること。
	【問い合わせ先】
	〒980-8577　仙台市青葉区片平2-1-1
	ダイバーシティ・エクイティ・インクルージョン推進センター
	電話番号：022-217-6092
	メールアドレス：dei-center@grp.tohoku.ac.jp
	ホームページ: https://dei.tohoku.ac.jp

